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アイディアは 10mの 0 乗から 24 乗まで視点をジャンプさせながら地球を映像化し、その
後で逆に 10mの 24 乗から 10mの 0 乗に視点を降下させて出発点に戻り、さらに 10mの-
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図3-1 図 3-2
図 3-3 図 3-4
16 乗まで視点を降下させて、ミクロの世界からマクロの世界までを映像化させたもので
ある。私たちはこのアイディアをヒントに、地球上の視点を西へ西へと移動させながら見
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（20） 川間哲夫著「AStudy of Charles S. Peirce’s Semiotic Terminology」和光大学人文学部紀要、1986、pp.129-
153
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（1-1） 「デジタル・バウハウス」、1997 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作（林保旭他）
（1-2） 「デジタル・バウハウス」、1997 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（1-3） 「デジタル・バウハウス」、1997 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（1-4） 「デジタル・バウハウス」、1997 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（2-1）「ポスターのデジタル・ミュージアム」、1998 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作（林保旭、
金イブン他）
（2-2） 「ポスターのデジタル・ミュージアム」、1998 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（2-3） 「ポスターのデジタル・ミュージアム」、1998 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（2-4） 「ポスターのデジタル・ミュージアム」、1998 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（3-1）「インターネットによる世界旅行」、2002 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作（遠藤まさのり
他）
（3-2） 「インターネットによる世界旅行」、2002 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（3-3） 「インターネットによる世界旅行」、2002 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（3-4） 「インターネットによる世界旅行」、2002 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（4-1） 「生物から見た世界」、2004 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作（袁氷他）
（4-2） 「生物から見た世界」、2004 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（4-3） 「生物から見た世界」、2004 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（4-4） 「生物から見た世界」、2004 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
（5-1） 「音と映像」、2006 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作（小原慶太）
（5-2） 「音と映像」、2010 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作（井出楓）
（5-3） 「音と映像」、2012 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作（渡辺日向）
（5-4） 「音と映像」、2016 年度和光大学芸術学科川間ゼミナール制作
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